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まちが子どもを育てていく

圃次代の住まい手・っくり手を育むために

11'数77委民会iJ住宅総合研究財団で7'手作うている研究会

活動です。 fl本ict、衣食住の中で、世界でも住環境が貧困だ

と言われて久しいのですが、一向に良い環境にならない。そ

ういう中で、子ども時代、また大人の方々を合めて、ー住l

についての教育、学習が大事だということかん始まりました。

相会の問題、環境問題や、子どもを取り巻く様々な問題が深

刻になってきて、まちづくりも合めて、環境を自らより良く

していくことに人々が主体性を持ってかかわれるようになる

には、どうしたらいいのだろうか、ということを考えるよう

になってきましたのそして、この委員会でこれまでやってき

た成果をまとめたものが、 fまちはこどものワンダーらん

どj (発行風土材、 1998年)という本になりました。しかし、

まだまだいろいろな問題が山積みになっています。

今回、このフォーラムのテー?として掲げたのは、「総合

学習導入に向けて川です。これは長く文部省、臨教審の審議

会などでも、間号題として抱擁されたことの改善に向けてやヮ

てきた一連の流れの中で、関かれた学校へという つのステ

ッフだと思います。それをどうしたらいいのかというところ

で、現場の教師の方々が悩んでいたり、またそれを受ける地

峡ではどのようにかかわっていったらし市、のか、その辺もま

だ不明確です。

メインのタイトノレ まちが子どもを育てていく Jがやはり

ベースとして大事だと私たちは考えています。昔から戸地域

の教宵力」が言われていますが、こういうことが言われるよ

うになったのは、それがどんどん弱くなってきているからで

す。今また子どもに関わる大きな事件が起きても、マスコミ

を兄ても取り扱いが表面的に終わっている。もっと根本的な

ところから考えて、組み立てて直すということが必要ではな

いかと考えるところです二

輔教師として、親として、地域の大人として

今日のパネラーの方々は、全く違った分野からお二均一に発

場を阪いましたc 町田万栄子さλノJ土、筑波大学附属小学校の

先生です。筑波大附属小学校は、実験的にかなり前から、総

合学苦手などに似たようなことにトライしてきてい主す。そう

いう実践の成果をお話いただけるかと思いますc

横重苦さんは、横浜市緑政局の公爾縁地行政にかかわる職

員ですが、私も均一i>>認している河湾際遊び場協会の子どもの遊

司会木下奨
千~}(学叡"，，1:.;';;部助教絞

ぶ権利を保日君主干る医際組織(IPA)のメンノいでもあり上九

ごI1分の専門とされるオープンスベースどか公闘斜地、院外

滋Jti:づくりなとPで地元地域で活躍されています。秋詞土コミュ

二三ティという組織で、秋津小学校の空教京を地域がユ体的lこ

使って、責任を待って管理運常をしている、そにいっ印1動に

最初のころからかかわ旬、 1二作クラブとか、今は校1たにピオ

トーブづくりの活動をしていますっ今日は学校と地域をつな

ぐという実践として、地域側の取り組みをお話いただき去す

3 需手のj畢 ~m魁;さんは、日本のアレック・ディクソン、ま

たボランティアの帝王といわれ、日本のボランティア活動の

基礎を築いてきた 1人です。世田谷はボランティア活動が盛

んだといわれ主すが、それはこの津世間さんの活様に負うとこ

ろが大きく、私自身も、実は樺畑さんに仕掛けらzしてjiJ:I日谷

に移り住んで、三事干茶E設で任民参加のまちづくりや、子ども

の、三世代遊び場マップづくりなどにかかわってきましたれ

そのようにいろいろな人との出会いをつくったりとか、非常

に煽広い活動をされていま寸。羽根木公E首ヴ開催されるボラ

ンティアの祭典「雑居まつり Jを裏方で支え、全国のボラン

ティア団体の調整役も行っていますご

今日は、津知zさλノiこ r 子どもの居場所 というお誌をいた

だきます。?翠畑さんは、児童館の職員で、船橋、鳥山と移九

れて、現夜は新聞了児童館の職員ですー党主量館の可能員でありな

がら、織員の領域を越えて、とても広い活動をされといます J

それは児主主宣官職員の本来の姿かもしれ主せん。そういう専門

的領域というの在どう考えたらいいのか、子どもと l向き合う

という姿勢のた事さを 貫して説いていらっしゃいますハ下

どもの居場所というのが都市計闘関係、住環成などでもよく

いわれる主うになりました。中高付亡の居場所は今までク戸息地

帯であったと盛んにいわれるようになりましたが、それをど

のように考えたらいいかη 今日は、そのi立の基本的批ことを

お話いただけるかと患い主すコまた、宇校とどのようにこれ

からつながっていったらし市、か、といっところノ、[I';Jけ亡お話

いた/亡、けたらと患います υ

〉ド* * 
実J土、このお三方のお話を、どのようにつなげるかという

のが五難の業でありまして、 Lt~ 仁、そのように分化された

状況こそ、変えてし、かなければいけないのではないかハその

辺につなく糸口が見つけられたらと思っておりま寸 では、

最初の突破口、町田さんからお願し、し主す〉
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総合学習導入iこj却すて
ーテーマタイムの取り組みー

町閏万箆子

筑波大学附属小学校家挺科教諭

碩学校が変わる

今、法校が変わろうとしています。 2001.年から学校がι 全

i圏5日制になります。それに伴って、学習指導要領が珪わり

ます。すでに1998年11月に文部省から告示されました。どん

なふうに変わったか、簡単にまとめてみますと、 1つは学務

内容が大幅に減ります。 2番目に、総合的な学習の持簡とい

う新しい時間枠が設定されます。 3番目に、学校の自由裁量

でできることが増えます。学校で、これまでいういろな制約

F自由にならなかったことが、ある程度学校独自の活動がで

きるο 例えば 1持続の単位時間を、小学校の場合は45分と決

まっていたのが、商取にいじることができます。例えば、私

。コ学校では今、 30分と40分の時間で時間舗を総んでいますが、

そういうふうに時間割を自由に組めることになりま"9。

ここ数年、学校が変Zつろうとしているために、現場の研究

会が大変娠わっています c 先生方が集まった持の、今一番の

喜男心事どいうのが、総合的な学留の時間をどうするかという

ことですc 今までは、学校でやる学習内容は、こういう内容

を、この学年でここまで教えること、というのが示されてい

たのが、総合的な学背の時間の場合i士、決めらZしていないわ

吋です。もちろん教科書もありません。時腐の枠だけが設定

されているということで、小学校 3年生から、週 1ffD2時間

以上という時間枠になっています。何をやるかということを

今、学校の先生たちが模索している段階です。

圃30年前から取り組んで吉た F総合活動」

次に、私の勤めている学校の総合的な学習の碍間にあたる

もの、 f総合的活動の時間」について、お話をしたいと思い

ます。私の勤める学校では、昭和16年、もう 30年近く前から

「総合活動」という時間をつくっています r これは、国語算

数理科社会などの教科のように系統的な傾序立って教えと1内

容が決められた常習に対して、千どもの自然の生活、生き生

きした興味や関心を持っているところから出発して、内符を

つくっていこうというような活動ですU 今の総合的な学習の

時間に非常に通じるものmあると盟、いますが、そういう時間

を組んでいます。その中身は、学級担任と子どもたちが試行

鈴子品しながらずっと主tけときています。

2年前から、新たに総会活動を見直しましたιl 本校の学校

の中身は、すべて教科と総合活動という 2つで構成されてお

り、総合r目的)JOン中11フリ…1/，訟と r /Tr¥;̂動とに7]川市、 そ

の出にいろいん振り分IJr，il亡しいL-jー

はボランティア活動と名前を変えて、

伊lλぱ、香u;ミ活動

この中に入っていまよc

醐先生の提案したテーマを子どもたちが密白に選ぶ

今日は、総合活動の中の iテ… 7タイム」を取りいずでお

をしますc テ…マタイムというのは、さまJ級や学年の枠を外し

て、先生のfA案したテーマを子どもたちが自由に〕望んで活動

するというもので、今のところJ高学年で実施してい主寸 c

やり方l土、まず講堂へ生徒を集めますυ4年生と 5年生、

あるいは 5年生と 6年生、合pせてそれぞれ32凶もほど子ど

もたちが集まります。相当の先生 (12~14名ぐらい)が前に

出まして、 l人ずつl順番に、自分のテー7 を下どもたちの前

で発表をして、 先生と 絡にこういうことをしましょう

という呼びかりを行い主す。テーマは今のところ、おEいに

相談しないて寺、自分のやりたいことを提案していますn 子ど

もたちは、先生のハブォーマンスというか、テ山マの呼びか

けを開いて、そこから選びますフ先生によっては、実物を持

ち込んで見、せたり、あるいはビデオを見せたり、またギター

を弾いてみ)せたりダンスを踊って見せる先企もし、主寸し、も

うさまざまな方法で手どわたちに分かりやすく訴えます。

説明が終わり士すと、民l1~lこ希望照11，が自己られ、希主主守る

テーマにつを付けて決定するわけですハその時に、友1主と相

談する時聞をとりません。自分の興味や関心はどこlあるか

ということを自分に問いかけて答えを出すわりです ふの後、

府紙が集められて、第 I凶の説明会は終わりますらメンパ

が発表され、 2[j'iJ目からは各グノレーブに分かれず、その先生

の指定した場所に集まって、次の活動が始まり士す。

今のところ、週 1服、約 2時間で 7. 8i圏くらし、て下 1'コι〉

テー?の活動が終わりますG 外へ出る活動もありまれ

盟先生の呼びかけ方とテ マがカギ

これまで 5期までの Fーマタイムが行われているわけで j

が、相lえば第 1回目的テ}マ心中lこ、 l世界 周大旅行ミー

卜・ザ・ソーノレド とか、 l東京にある大使鮪を訪問しょ

うj というような、内容院とても似ているものもあります。

問じよう泊予ーマが出たにもかかわらず、了どもたちが応募

した人数がだいぶ違ってしまいました 子どもたちは、光生



で、選んでいるのかなという、子どもたちのテ…マの選び方に

関する話し合いもありましたが、そうでもないことが、それ

からの調べで分かりました。というのは、例えば 1期iこ「筑

波狭間会社j で100人ぐらい集めた先生が、 3期で、 f美しい

饗きを求めていこう Jという合唱の活動を提案しましたら、

こちらは 7名しか集まらなかったということが起きています。

必ずしもその先生ではなくて、先生が説明する最初の呼び掛

けにカギがある。どんな内容が自分たちはやれるのか、とい

うところで決めているのではなし、かと考えられます。

大変人数の差が激しくて、平均的な20名前後となるのは l

っか2つぐらいです。人数が一番多かったのは「筑波狭画会

社j です。 2番隠は紙飛行機の f大空に挑戦Jというすごく

手軽な活動が、 90名ぐらいの人数を集めました。「人情発見、

下町食べ歩きの旅Jは97名集まりました。大変熱心な先生で、

テーマタイムには初参加だったので、非常にテンションが高

くて、ピデオでおいしそうな下町の食物獲を見せ、町の様子

を説明しました。 97名の子どもたちを、どうやって下町まで

連れて行って器了めぐりをさせるかということで、「どうしよ

うj と頭を抱えていたのが非常に印象的でした。先生方は手

一杯で、ティームティーチングをするゆとりはありません。

仰とか工夫そとして、この先生は見事に粂り切りました。

そうかと思えば、子どもが l人しか集まらないものもあり

ます。 4織の「南北問題とは何だろう」というテーマは 1人、

また「ユーモアのセンスをみがく j というのも 1人でした。

E喜子どもと相談してプログラムを考える

私が提案したテーマは、 1甥が「手づくりの絵本Jo 3期

に「手づくりのおくりものJ、4期で「夢の家探険隊j でし

た。「夢の家探険隊j は、私は家庭科を教えていて、その中

で住まいの授業が出てきますが、どうしてもこれを教えなく

てはいけないという縛りが強く、自分自身が思うように子ど

もの発想を取り上げてやれない。低学年では「おうちのこと

は大好きj という子が出てきますし、高学年では建築家にな

りたいなどという子が出てくるのですが、なかなか授業の中

では時間も少ないし、子どもの思うような活動はできない。

子どもは、例えば「夢の家j という言葉をどういうふうに受

け止めて、これをキーワードに、どんな活動をして、この

「夢の家」を追究するか、私は子どもと一緒に、子どもの後

からついてやっていきたいという気持があったので、このテ

ー?を提案しました。呼び掛けの時は、 f面白くって楽しく

って、わくわくするような家はどんな家だろう。住みたい家

を設計してみよう j と呼び掛けました。活動のやり方は、第

1回目の時lこ、こんなことをやっていこうということを子ど

も伺土が話し合って、先生と一緒に決めていくわけで、初め

からプログラムが紐まれているものではないのです。例えば、

まちのウォッチングをするとか、専門家を呼んで、、建築につ

いての基礎を専門家から学んでみようとか、そんなことも考

えられるねという話をしました。その呼び掛けに集まったの

は犯人で、ぴったりの理想的な数、これならば何とかまちへ

出て、住まいウォッチングもできるのではないかと思いつつ

活動が始まったわけですっ

屋署学校周辺のまち歩きからスタート

1盟問、競合わせの特に、すぐにまちを歩くことになりま

した。学校の周辺のまち歩きなのですが、子どもたちは大体、

電車とかパス通学で、学校の周りというのはあまり詳しく知

らないのです。先生方も詳しく知らなくて、まちづくりの専

門家に震話で相談をして、学校付近の小石)114、sγg、ノj、

臼向 3丁目など、歩いて行りる範閣の所を選んで、おきましたら

1回目の顔合わせでは子どもたちは、クラスの違う子ども

同士が顔を合わせたわけで、名前も知りませんくじ引きで

グループをつくって、グループlこカメラを渡して歩き出した

わけです。歩いているうちに「あっ、あの家すてきだ二じゃ

あ、写真綴ろう j とか、「あの門が変わっているねj とか、

「お花がすごくきれいに飾つであって、きっと外を歩く人の

ことを考えているんだよj とか、だんだんうちとけてくるの

が印象的でした。

ぐるっと一回りして、その日は終わり、来週までに心に残

ったことをメモしてくるということにしましたの次の時は、

写真ができ上がっていたので、それを使って、グループごと

の歩いた道程をたどりながら、「喜多のまち並みj というポス

ターづくりをし、各グループ。の発表をしました。

各グループ》で、撮ってきた写真のEゃから好きなものを貼り、

気に入ったところ、自分が住みたい家の望書索、キーワードな

どを、ポストイットで、「こんな家に住みたいなj というこ

とで表現しました。

子どもたちが苦手いたキーワードは、例えば、 f庭lこ動物が

たくさんいるJr木とか川とか池とかがあって、自然が周りに

たくさんある日明るく日当たりがよしりなどο この辺までは

家庭科の授業でも出てきます。次lこ、「家の中に果物などが

できる家Jr家の中から主主窓が見える家Jr家の中がふかふかの

家j。これは、床だけではなくて、皇室もふかふかというか、

話を開いてみたら『となりのトトロJの猫パス状態、あんな

感じの家を連想しているようです。 また、 il;皆段がトランボ

リンになっているj とか、「折りたためるJr家の中が迷路に

なっていて、皆で、遊べるJr空飛ぶ室長Jrガラスの床Jiri毎の上に

ある家Jという突拍子もないようなものも続々と出てきて、

fこんなのどうやって本当にできるかなj とか、つぶやきな

がら、このポスターの、お互いの発表を開き合い求したハ

E語家の設計開始!住宅展示場見学とシニア体験を生かして

このテーマを選んだ理由というものを話し合ってみると、

そのゆで多かったのは、設計をしてみたいということでした v

そこで、家を設計しようということになりましたr この11寺、

?まちは子どものワンダーランドJの「家の設計デザインゲ

ームj を参考にしました。部屋の空間の働き、機能を絵カ
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ドにしてマスけの Llこ政べて、 ~r~fl丹と定刻のつなが的や檎成

を巧えていき主 j jlUぎLア'::.A，f;)J ド在 日分がちごいたし、機

能、滋ぶr乍i1h{とか?をべ右前¥)."Aとか 位べ亡設計を LJ Lた。

子ともたちはそりたから、新聞ji;itiに絞っごいも上うなの

がっくりがいとい〉ニとで、間取り[斗に進んでし、くむけ"(""一

ぞの時())訴し介い?、 本物山家がはとみらいねド住宅刀、、

民示場はどうノ川、ということがH¥-tlた

{そrしはし刊、lということで、学校かん帯主1幸で30分ぐらい

で行ける住え展示場を探して電話をして、快く見せていただ

けることになりました。そニでは子どもたちは、インスタン

トシニアのいろいろな器具をつけて、不自簡なことの体験を

したり、床駿fj~ の工夫を説明してもらったりして、非常に充

実した学習ができたようヴすロ 2人ずつ組になって、 10社の

家を自由に附るという形でやりました。私は中央の広場lこい

て、「あっちが抜いているよ」とか、 こうちが当日いている

よlとか掲示して、見学をしました。l<，学したことを設計に

活かして、最終的に潤取り図で子どもたちが表現しましたc

欄自由な発想の夢の家がで吉た f

伊jえ;J、この子の場合は丘、い隠の中に、複雑な形の家があ

りkすが、 陪ベ)大，J、し!){1占-¥'話よ決 「分 /)i刊I-iU訂tlL'/ir!ijこヨ〉り

;L -.f-" 、ヒベJソ二，[1;ぴ〉祁九{そ， )IJおさn亡し、 rc'J /:--ぜかt-5fl弘

~， JJ J:誌の隣にツユ01部fせがあ，た竹 Lて 仁 I ご判決、J荏!で

す フーノレ十カラオケルームモあり主 j- =-" -L.' ; jは成T).::)1 

が拭札口、て、床刀、透明な郎 f;;o'?h .川り Liす 戸 σ)(-0) 

様{'if立 JJIJNfに遊び専門 (/)j;ぶI'J-r.l{設けて主Jり、犬山部出ιか

ホビールームとか、カラオァとかノ¥えケットコートj¥'どが用

意されています。

ち」ヮと i商白し、のは、 中庭にガラス張りの裂があるのです

が、この中I廷を挟んで父親の部屋と件続の部属が分かれてい

ます。自分の部屋は、この大きな部長さです。母の部長の憐に

需品うがあるのですが、そこはぬいぐるみの部屋にな~ていま

す。どうしてこのような配置にしたか、この子にいοいう話

を聞いてみたいと官、いました。

子どもの自由な発想を教師の視点の締りでは遮れなかった

pけですが、でもこれで良し、かどうか迷います υ そlしはとも

方、くこうし、うものができあがりましfこ。

0木下 町出さんから総合学習での取り総みの事例として、

いろいろなJやり方を紹介いただきましたり次は、地域と学校

とのつながりですが、慢さん、ょうしくお願し、しますI

児童の作品V

校中学紫栄作、タドバミ司令治

キぷZ 川
供。亦こかごま初判 根町1叫 i咋

o すスι今げウ肘"訂，; JiiIO':お包つn1。μnv>tJII叫坊主EV日

平

十1
い l

来

キ

売
f、必必 *0長会



学校とまちをつ悲ぐ
一地域・教師の協働一

機 3軍事審
ft? j在野d、土谷津南小字校・学校探境を考える会

横浜市役所で道闘を専門として、公園をつくったり管理し

たりする部署で働いていま寸。

今日の報告は、子ど宅 Jが通っている谷津柄小学校で、「学

校環境を考える会」という、地域住民と先生が会員になって

いる団体をつくり、実際に校庭をいじって、

りしているという活動です。

ものをつくった

また、隣の秋津小竿校では、工作クラブという、地域の趣

味のす】クノレみたいなものの世話役をしています。そういう

意味で、地域に住みながら 2つの小学校の先生方と仲良くし

ているという、不思議な丘場におります l

調子どもたちの育つ環境をつくるのは地域の責任

私が地域でこの数与熱心に活動している淫出を振り返って

みると、 tl事でも公樹をつくったりしている際係か、ものを

実際につくることが好きだということがありますの自分自身

やりたいことをやらせてもらっている、という満足感みたい

なものを常に持っているので、活動が継続できているのだと

思ってし、ます。

先日の朝日新樹lこ、 1 P Aのことが載っていました。一五

感を使って体験するための環境づくりは大人の京任J という

活字になっていましたが、これを今日ご紹介する活動に引き

つけて翻訳しますと、子どもたらは自分の育つ環境を自主的

に選ぶ立場ではない。多様な体験ができる場所を守ったり、

あるいはつくっていくのは、地域社会の言奇怪ではないだろう

かということです。地域の側から宇校に仕掛けていく、実際

にやれるということを、今日は自分の活動を振り返って持さ

んにご報告します己

私が地域の子どもの遊ぶ潔境に興味を持ったのは、 10年科

前に市役所の研修ヴヨー口ッパの冒険遊び場の現場を実際に

見て、実際にやっ亡いる方々といろいろお話をする機会があ

ったからでした そこからスタートしましたο

@スライド 1 谷津市j小学校で、 2年かりて、問ん;まと小

)11を地域住1:-¥と先生jjの)Jでつくりました。その現場を運動

会に来た保格者や地J!j¥もの高齢者に見ていただくために、今年

。コ秋につくった説明者様ですへ

運動会の当日には、お年を裂した万から子どもまで、スえが

流れている小川に非常に興味を持っと見てい去した J ここ数

ヂ千三O)T:見3f::として、 このような状況が今年の秋、谷津雨ノi、学校

の校庭につくることができましたc

蘭活動のきっかけは幼稚額の家庭教育学級

ど j レてこういう活動長続付てこらZし'I::_;o'を振り返 ViJ:す

と、 J993年に子どもか!M1" ，Mi!'除Hこ人り、 PTAの考ミ陪教 (1"f:. 

級活動で、妻刀、PTA役H長十~ごドプニ関係そjあ仁、 '1朝九干の

遊び環境を考えよりというテぃ"フ!幌 l' 山}活動 ~:fJ〆， 7と

のがきっカ刈?です〔

私は、 1990年の 1PλutJf A会(束力L 代々木)(/)時にア

メリカ人のグノレ ブがや J ていた 111タイヤIi.'N"'，'た !jj[材1'1}

用の遊具づくり」を見て川、ぶしに{ このタイヤ L ノにソドづ

くりは科非ヰ代が7)'からない、 je仏、時!日j三Jどれるといつこと

で、土曜日の午

前中1丸やってみ

ょうとし、うこと

になり、熱心な

教頭先生と仕組

んでやりまし

七/一。

@スライド 2

2時潤くらv、で

つくりあげて、

その日のうちに

子どもたちは殻

って遊んでいま

した~これが先

生方と地域の住

氏の方たちと

N岩にやったJ長老]

の活動ですハ

嘩スライド 3

次にやったの

は、古いオての電

羽子を利用して、

幼He闘のi遊具の

来をつくる活動

です一。こうし、う

ふうに築IIJの上

に、長い古い電

杭の塔をつくり

't L ic， 

@々、
Jγノヤε

7 



旧んぼの「流lこ前の叶につくった池がめり、

から、{可とかこれを木物lこ近い稲づくりにできなし、ものかと

いう話があり、次の活動に展開しましたハ

@スライド6 飼育ノj、鼠の前の何もない所に出んぼをつく

ることにしました。妻と 絡に、 v ういうフォトモンタ ジ

ュのような健案の絵をiHiし、て、「こういうのをつくりましょ

うよ と学校に持ちノハけ、学校がその気になっと、教育委員

会的施設課から、校庭をいじる許可を得ました J

試しに脳ってみたら、 j出荷がli3，;jくと人間の素 fc'e'は太刀打

らできないので、 72い費用で地 7T~の i 木業者に入ってもらい

主したの大きく穴が揺れた所lこ、メーカーから寄付レていた

だいた大きい防水シートを張り込みま寸。実際には、張り込

む作業に主で、メーカーの胞工の専門家が来てくれて、随分

お[札訴になりました。

大きい洗面器状0)1汚水ンート Cf))J¥たまやをつくって、この

2時間号ぐらいでつくれてし士います。

このように、いろいろな所で艮でやれそうだなと応うと線

路せずにやってきたのも、[面白かったのだと患っといま寸 υ

最初、池だけつくったら、校庭からゴミは飛んでくる、ザ

ッカーボーノレは入るわというので、 応低い柵を凹 jことに

しました。この栂づくりは、大工仕事を初めてやったという

お母さんも…絡にやりました。こういう活動も、きっかけや

ちょっと指導を「る立場の人がいれば、 Jll!.i或の}Jでやるニと

圏学校に阻んぼと1)')11をつくっちゃおう f

当時谷津南小では、 5年ilこ農業という授業があり、パケ

ツを利泊して稲をつくる体験学官をしてい士した 教頭先生

婦で、 J'J:fコんが i ゲモ){;;/J< 校に切れ γ 民'-~_ Hま くすjJをな全

べる時間が ijかりに f'， ''j較♂子ど r了 吋zドなくて : FJ 

さんは総主Vi~、 l'ヰ 1]'パ<k行くとい j ごと

刀、イェ¥'-'リメ σ"i'Jし、，1さ Liでは、 "人アァし l、で制定J、

れたグラウンドぴノ[Ifl刀ち¥、 こういったい陛を!~~:<捺すっ活滋

を、授業の中で取り取!/vでいるというや1]+あり iした口

外部σ!ti;門家、造闘川;宣言1や、子ども J ちと γノークショッ

ブをすることのih門家/J'小口校の中に授業として人り込み、

子どもたちのいろいろなアイデイアを引き出して、校庭改善

プランをまとめたという例を見学しましたの

の最初

iこ取り組んだ作品は、この小さな池づくりですのこれは、イ

ギリスで克たビニールシートで池をつくるというアイディア

四角い花墳を掘り Fげてそこに訴y

防水ンートをシートをかけて池をつくろうというもので守

接合して、 1枚の大きい風呂敷をつくり、張り込んでおし主

[木業者にお綴いして、

/ 

圃池づくりのヒントはイギリス視察から

谷津南ノトの「宇校環境を考える会

土も、内側に主た土を人jし守たしたの

f在1斗でもらし、主した

がもとになってい主ヲ。

@スライド 7

@スライド5

ができ王す一。

し、。

陣学校に地域・専門家がかかわり合うイギリス

189(j{f秋にイそリスの't<際に校庭を総合的に活用している

事例を視察に行く機宍lこJi(j~れました。見学に行った学校で

は、学校山中でと Zしたプソムでお菓子をつくって歓迎してく

れたりし去しえ 収穫物を使リてお料理 ν てお容さんをもて

なすという、校駐をう tく手1)JiI した 1つの例かと思い主すハ

ス I ゾトツ >1、のご亡ム…キ γyスノレ市の小学校でl士、学校

にカノ I がJ守設さfしごし、ると ろがありましたス 2ツトラ

ンドlこl<t:-1 ミム三ティ・スクーノレという考え)jがあるそうで、

取域の保識者十HJ-~.;J~、小7 校に行っと、小学刊と 絡に授

業を受けるということに取り組んでいる例があるそうです。

この時の説明では、このカフェは、伊jえば共働きの夫

子ど守が平闘「むし)0，'1'~こ、前íí年につくった柴の増築にPTAで

取り組み五した 二心時口、秋津小ザ校の余秘教室を低学年

昨Iv;j持引に改造するという、 lごろごろl説書家jづくりの秋

控ご!ミムにティの}jたちと 絡に増築の作業をしましたっ

キ、荷物をユifiぶrr1f'σコァドのノ¥レットマ砦をつくりました。木を

組b構ュt な l~" (t、建築の専f-l!J(;')お父さんが協力してくれまし

た。 作業川、A!J.j世WI犯が5えている i曜日の午前中になるべく

Lてし、 λチ{

ても、素材守遊

ぶという姿も観

電柱と、寄付で

こ山幼稚闘で

は、 nhから古い

を官、めt:.りと、

町村会副長Eに需

て、いんいろ活

に加工して遊具

[再じ年に占い

'di'AI:ム，-i:'jタイヤ

動を組み立てた

のです。材料が

こにあること

が、活動を引き

t討すところがあ

子どもたちはJjlj

正

そ

、

し

い

、

て

相

州

て

は

見

発

し

私

を
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、
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いただいたヒノ

になっていなく

る気がします c

さらに言うと、

察されました。

嘩スライド4

ヨ完了と、

事



田んぼのJ!おを小川が流れ、築山があって、脇;こ手づくりの橋

があり、矯の下を7l<が流れてmんぼに入ります。閃んぼの中

には、農家から堆犯を買って入れました。周りに柵を回して

完成です。これが1999年 2月でした。校門の外に掲示板をつ

くって、 fできましたよj と地域にお知らせをしました。

修スライド8 荒起こしそとして、水を張って、閏様えをし

ているところです。回植え後、稲がどんどん育っていきますり

風の強い日もありました。 1学期の終業式の前iこ、雀避けの

ネット安先生方と私たちでかけました。

夏は非常に7l<が減り、朝晩会員のお母さんたちが交代で水

を足してくれていたのですが、大変だというので、ボ…ルタ

ップというトイレの水のタンクの中にある装震をつけて、自

動車会7l<fこしました。

@スライド 9 稲刈りは平日の授業でやるので、私などは

参加できなかったのですが、会員のお惨さん方が稲xljりの準

備のお手伝いに参加しました。

5年生が阪植えをし、稲刈りをしますが、それを隣教室に

いる 2年生が見に来ていて、 f僕たちも S年になったら邸植

えができるぞj と思っているだろうと思、います。

実際に稲刈りを指導できたのは校長先生でした。今、農業

体験を自分の体験としてお持ちの先生というのは、かなり高

齢の先生しかいな

いのではないかと

思います。そうい

った年代の方がか

ろうじて、自分の

生活体験としての

状況かと思います。

その後、稲穂か

ら脱穀去、子ども

たちがE塁手をした

手でしごいで作業

をしました。モチ

ゴメをつくってい

たので、最後にそ

のモチゴメを 6年

生の土曜臼の授業

で、少し貿い廷し

て餅つきをしまし

た。 5年生の先生

方が自主的に取り

つ

動

行

活
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を地域の側カミらずっとやってきまして、学校の先生方にあえ

て要求というものはないのですが、ただこういう地域のコミ

ュニティ活動な、できれば先生方には支援するような意識金

持っていただけたらと思います。こういう活動を返して、夜、

たち地域の伎民の側自身が地域に知り合いを増やしていって、

地域で風通しのいい人間関係な築いているというところも、

大事なところだと思います。

磨署学校を地域コミュニティの拠点に!

子どもたちが緩やかに育つために、もちろん家庭と学校は

大事で、すが、さらに地域が必主主だと，思います。地域というの

は、大人間二とのつながりでもあるし、子どもを温かく見守る

親以外の大人の慢という意味もありますし、それをどうやっ

たらできるかと考えた特に、学校lこ拠点を置くことはできな

いかと考えますο 実際、それは今の学校教育と社会教育の役

割分視とか、いろいろ難しいところがあると開いているので

すが、小学校さと舞台に、地域コミュニティが活性化するのそ

のためには、 lつは場として学校が、地域住民が立ち寄りた

くなるような学校になったら、それは地域コミュニティそっ

くるj二で非常に有効なのではないかと思います。

先ほどイギリスのや'-uでお話しした、学校にカブェをつくる

ということを、是非いつか実現したいと思うのですη お年寄

りも、t:t・言語校生も気軽に学校に立ち寄:って、そこでお茶が

欽めるというような場所ができたら、学校が|羽かれるという

意味では、非常に良い場になるのではなし、かと思いますο

0木下 習志野市の秋津小学校・幼稚園、谷津南小学校と、

学校区の関係、で両方の学校にまたがって活躍され、そして、

学校が地域に関かれた、設もが行きたくなるような場所へと

いうお認でした。ありがとうございました。

しかし、全部の学校がそうではなく、学校に行きたくない

不登校の子が出てきたり、学校を抜け出してくる子どもたち、

いわば限苦手される子どもたちの行き場どと考えようということ

で、最近は都市計i留でも中学生のぽ場所が、神戸のあの事1'1こ

以来、盛んに言われてきました。前から児童館がそういう組

容された子どもたちの避難場所、行き場所になって、またそ

こからいろいろな方面で活躍する子どもたちが出てきているc

究室館というのは、 18歳以下の弓こどもが対象ですが、社会の

通念では小学校、中学生ぐらいの遊び場とぎわれています。

しかし、それだけにおさまらない機能も果たしている。

児童館は幼児サークルなどを開いたり、学Z到来育の部分も

ある。実は、児童館がそういういろいろな問題を抱える子育

てのお母さんたちのたまり場であったり、現実に不登校の子

どもたち、また社会で何か暴力事件を起こしたり、クφループ

悶土の葛藤から、その行き場所になっている。そういう砦と

いうか、墓地をつくってきた児童議結、異色でLありますが、そ

れが当然、社会のいろいろな制度の践とぶつかっていく

そういう、児窓館が子どもの居場所になっているという例

を、 1~焔さんからお話いただけると思います、

9 
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中@高校生の態揚託行づくり
ーまちが子どもを背てていく一

漂郷 勉

W~ 師谷区児童館職員

私はあまり公務員という枠にはまらないできました。世田

谷で、 24司前から、思惣・心情・宗教を問わず、多くの市民

運動の人たちが集まる「雑居まつり をやってきた人間です。

まずは、 ドキュメンタリー「人総劇場

す。[( ) l'旬以当日の漂土田氏のコメント]

の狭像を紹介しま

ヰβt工、ここさP舞滑に Gi士とグ政エごとヂグ品立ち O.t3、認で

すο(これは、 3月までいた烏山児主ゴ吉です)

主で、 }/f!j賓がと， '止11/)、学主主?Fi!f.ぷ厳正持 fい5イメ ;ジが

震いfift!:"，、 fザ止 18，若者、;fi/;若3字会主で押収Lて口1(0 ):λ 

には阜市長号みが潔いよの滋設、子どιy士51};/!!:がに」ぐ1ijJ!1G 

でb 情。美~'/才、堂版T:4， iiOOJ/iぐ、 t!ffB c6' IZ "品2iisJ]必fJ:1

す。ここ/時LUJT!_震が計二f、f<rL-δどグごた/してい;ラ五tVl宮';j;'v、

di!Jll:::.か色、 rxt;f正当吉ιが符jヤつでぐ占のです己 Jf;j震がv/ff!J常

時点智正才誉主主ヂ夜5滞。 で品どグJ] 、 MfÆ'.時/"1 iÝjjjiJ~γでJわら戸

支?千コヮピ北石高差首長吉之 o-ð:~， 夜遅ぐまで待つでい正式

オ /ごごに蒋てい吾子ど品立ちのf可λかが f色。fっとs1i;j"

必吾ノしたノとか、 f却がち J:ヮとおか Lい在、ぞU子;j3'Lゃべ

っでぐ ;j-Lðið主主士?と gク P士Fデjご、 fiifið~ Lやベヮでぐ;h占と、ヂp

ttや求'-"(，，/;1-森下ぞでまと公ぃιι人ぞの子fさらがす安つでまy士ι
のをここで立正;lcIif G 7士P、持撤去らょっと戸ろ Lでぐれたり

75止、 ニッ 6ι4，;/止でま占み乏いとたぷιγ点。 ノ

臨児童館は子どもたちの問題を共に考えていくたまり場

私が今日ここで話すのは、子どもの出場所ということです。

私の定義では、児童館どいうのは、 0歳から 18歳:上('、お

腹の中iこ生命を宿した妊産婦から18歳までの人たちが対象に

なってはいま寸が、その日歳から18歳までの人たもの問題を、

共に考えていくコミュニティセンターです。ということは、

19歳になろうが、かあちゃん、とうち.>C:'んであろうが、隣近

所のおっさん、ばあちゃん、認でもいいのです}生活領域の

子どもたちの問題を考えていく人たちすべてのたまり場、そ

れが児童館ですこです7Jiら、 20歳になろうがれになろうが、

児童館に来てはい付ないとかいう問題ではないじ

実は今、 20歳をすぎて行き場所がなくなり、それなりの大

学も出た後、もう 30を真i立にして、職場も辞め、家庭σ)，I-l!こ

陪じこもり、家の中の形あるものを壊していく若者たちに出

くわしてい士す。そういう子どもたちが児童館に出入りして

くれればいいのにと思っているのですが、出入りすとのはお

母さんやお父さんたちで、閉じこめられとしまった末者たち

との向き合いは、 まだ児童館でも、十分では乱りません。

事行きたいと吉に行く、子どもが選ばないと来ない施設

コミュニティセンターですから、さオざまな間燃が容せら

札る。学校に行きそびれたネどもたちl上、朝lからvu託館d¥来

る。ぞれを私たちは「児武館設校J と呼んでいますが、月IJに

不思議ではない。当然、字校は問題提起をしますご迷惑

がかかるでしょうから、子どもが草yJから来たら、学校へ'~:~~5

をくださし、」と言うので可。私はお断りします。「千どもは、

学校ではなくて児童館令滋んだのだから、学校へは述絡は差

し上げません。もし連絡を lU-，上げ士らどうし;}:か」と言

うと、「すぐ迎えに1tき主 J~ J と言いヒす。迎えド"t，才した

らiJjるから、子どもはここへ来て L、むの Pかず〉て、 (，':"もの

居場所在失おせるわけにはいかないとみ，fil上サ

ま/と、高校ヨで、前の日にちょっと前校生陶 iのわ/ブノレ

があって、学校はそれをいじめととマノて、そのlk討:を特jから

呼ぴつ円て生活指導をするのよくあることたの心}が、そう

いう中で、子どもが生活指導の部屋から逃げ出してく〈。そ

れも玄関からではなく、窓からjj11-YU:j l -，~.来た校(7)-?fY.匝ji

が後からisいかけて字、て、 山南町~にノ宇)(7) ，七杭がいろ 11--9"'

だj と。「下どもが本 i し、どノ(t.r，1、 li:";刊が始)::-' ぐ以来、

生前指導の部長設かに、 ι カみ手1三1刀、f逃げ;'1j 1./ た c)rt {tii~-. て

以来だj と。てれを Mごかし J丈1:れi-:t'!、じない、というこ Iど

でおiJl でになったよう ;'~J~ fLlt、41υノ与を剖]の名前主治1し、て

その教訓が来たという w とを子ど主 lこ伝えます l 子νもは、

そいつに殴られそう Jヒか川奄l土逃げてきた と下いま寸一

私はその時に、「偉い沿むがi、教師iこ罪を犯させないために

逃げてきたというのはスらいもんだ と舌い主す。その教師

には、 あなたとは会いたくないと古っていおr 私たちは、

それを守るのがここで(7ノf1')，:だから J と一ぺてお帰り願りわ

けです。私たちは、 J C) 正~J枚で訟も f主徒い LAij之されていぞ教

師と連絡在とりま 4 そして、 F どもの'，.!， ιl二従って、本人

も電話に山ると言えげ法話に I~ し百十/

段られることを前艇の学校には、子どもは返したりはし主

せん 日らの生命を閉じるかもしれない状態の浮校J¥ 主fこ



子どもを追い返すというような罪なことは、児蜜福祉施設で

働く職員(子どものいのちと人擦を守る立場)としてはでき

ません。児童館は、党童福祉法第40条に規定されている施設

です。児童福祉法の中で、唯一、自由来館を目的としていま

す。例えば、教議院l立行きたくて行く子どもは設もいない。

児霊童相談所も、同じです。身体障害手児や知的陣容を持った子

どもたちが通う施設は、 a分の意思、で行く所ではありたせん。

ただし児童館は、自分が行きたいと思った時に行く施設です。

結論的に言うと、基本的には、子どもが選ばなければ来な

い施設です。もっとそれを噛みくだいて言うと、成綴はつけ

ません。出席をとりません。内申著書は書きません。ところが

今の児童館は、そこら辺が少しずつ崩れてきている。いろい

ろなイベントを通して、子どもたちをどう集めるか、何人集

まったか、 1臼何人、年間何人利用したかということを評価

の 1つにしている、というところがあります。

溺自分が選んだ誰かが居る場所、そこが居場所

次に、中・高生の居場所というのはどんな所か。あえて挑

戦的に話しておきますと、先生と:sのつ〈人たちがつくろう

と患っている居場所は、ほとんど子どもの居場所にならない。

PTAの役員とか、青少年委員とか、 1湾警を持った人たちが学

校を基点にして、ごちゃごちゃと集まって子どもの居場所を

つくろうなどと思った所は、ほとんど居場所にならない。

居場所とは何か。子どもたちが居たいと思う所が居場所な

のです。子ども自身が、自分告と癒せる場所だと思う所。スペ

ースをつくって、夜間をつくれば、そこが居場所になるかと

いうと、まずならない。予算をかければできるかというと、

それもならない。どうしたら子どもの居場所になるか、どう

したら居られるか。それは子どもに儲くしかないわけです。

今度、私の行った児意館は音楽室を持っています。二重廃、

二重窓の2主です。ここには!:t・高生がそれなりに来ます心年

ターを弾いて、 ドラムを思いつ切り叩いて、波が引くように

さっと引き上げてしまう。貸しスタジオに行くとお金がかか

るけれど、児童館はただです。私は、音楽が全く分からない

のと、行ったばかりだとか、自分の体調の問題も含めてです

が、その子どもたちと真剣に向き合うことができないでいま

す。いろいろな話はちょこちょことしますが、今はまだ、ゆっ

くりと話していくという場ー簡をつくれないでいます。

しかし、来るか来ないかという意味では来ると患、いますり

子どもたちが目指している居場所というのは、ただ自分がし、

て、そこで癒せる、誰もいなくて l人で癒せるというものと、

もう 1つは、自分が選んだ人がいるということです。児童館

というのは、子どもたちに、場所として選ばれるということ

も大きなポイントですけれども、そこにいる人が選ばれると

いうことが、もう 1つの大きなポイントだと思います。

いま中学生、高校生たちの居場所としては、学校という所

を居場所としてほしいと思っています。また、彼ら、彼女た

ちの家庭を居場所にしてほしいと思っています。でも、それ

は全部無理だということが、子どもたちと向き合っていく中

で分かります。それはなぜか。学校、特に思春期の中学生、

高校生にとっての学校というのは、予言に自分が評価にさらさ

れる場見rrです。中学生の98%近い子どもたちが進学をすると

いうことであれば、内$i撃を苦手かれる場所です。出席率退欠

席、すべてがカウントされて、それでa分の次の人生、次の

スタート iこマイナス評価される可能性があるところなのです

教師の手によって、すべてのメッセージが番かれるc 学校

教育現場の中では、内申書や進学ということが、ある種の子

どもへの脅しとして、管理の対象として使われることがあるc

fことがあるj ではない、すべてそうだと会っていい位です。

子どもたちはそのことを、肌に心に、すべての五感を通して

感じとっています。すべてが評備の対象になる、そんな所を

子どもたちは居場所にはできない。

家庭はどうかと言言えば、今の状況は学校と同じ。子どもの

思川、とは別の所で動いている。JlIJの所に弓こどもを追い込んで

いる。自らの生命在断つ事件が、ここのところまた報道され

ていますが、その実態が親によって、周りの大人たちによっ

て把握できなかったということです。その親を資めているわ

けではありません。子どもたちの居場所というのは、自分の

キズや、自分の辛さを聞いてもらえる人がいる場所であり、

その場所が学校や家庭の中lこ、すでになくなってきつつある。

逆にぎうと、そこにいることが、子どもたちの最もストレス

を受ける現場になっているということです。

学校教育のゆで、教育相談室長というのがあります。 世間谷

でいうと、若林にある少年センターという欝視庁関係の施設、

千歳船橋には世関谷児童相談所が、経主主には家庭支援センタ

ーがあります。子どもが相談に行っていい場所がたくさんあ

ります。教育委員会の教育相談室は、校長退職者や、若手の

臨床心遊士を罰指している者たちが入っているようです。い

つも教育委員会の勉強会などに呼ばれた時に話すのですが、

出口調査をしてほしい。相談が終わって出てきた保護者、ま

たは子どもたちに「来週も同じ担当者だ、ったら来たいと思う

かj と。イエスかノーか、箱を置いて、どちらかに入れても

らう。どっちの箱が直ぐにいっぱいになるかというのは、ほ

とんど分かつています。大人の界は、それが分かっていなが

ら変えられてこなかったということです。

私は今、児2童館という現場の仁村にいて、すべての子どもに

選ばれたなどとは患えない。だから児童館には複数の職員を

配援して、いろいろな形の子どもたちが、いろいろと信号を

出した時に受付止められる状況をつくろうとしています。相

談を受けたり、子どもたちに寄り添えるということは、子ど

もが選ぶのであって、担任や児蛍舘の職員、教育相談の絡談

員になったから、そのことで子どもから選ばれたのではなく

て、子どもが選ぶか滋ばないかとは、子ども自身にその権利

がある。そして、選ばれなかった人たちはどうするのか・・?

現実は、そういう街では無駄遣いが多いと患います。

1 1 
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置自分を受け止めてもらえる 1人をつくる

ji2京町ilJ今、 うトイキ事{牛l告さ込支Zした fどtι丸、 ιヒア♂才、

庭内Mノ]や、家院のq.llこi現仁こそりてい?，.)(-{…モたれ、体E↑;

をそU r V4 段軒ーに逃げ i~，、んでくる f ど L たち、いろいろた f

どもた Jノがし、に 1 そ jいソ r;J♂「どをた1:)n ttが、"分の

すくてを;.::()) J~ ，t ，とず没け!とめ V，Jしたかどソ刀}としう:ど

が、:三人を i張状}む時の)I~/(íi( なれてい{)弘、i)iL .1す

(ピ y ナt映)

オ jf!室長it111ft) 1 /e今わ、 /ッと j叩~h !J所長(f日 i{ ノァン汁

タfi.y'表。 l!1i;)i'1'学苦卒業 Glむを凌T:L-;士。 が持ずな究、 jj/!JI 

疋 吋タ沙シ'jI治、あお事洋1!:t'f'..? jり にlで淀川線ソ乙占i
ごとになfフ、 とグよ才阜、ヰーのえ了λがやヮでい占1点首会手ーヂF仰が7餅f字

選ifiiにタJクシ/2'苦f宵/プ注目?先主宰主主ぷ対縦L、イ"-CQ，'1::;}:1皆

本で"Éi仔 L でい占タノ汐シ21，ご会いに、 dせが当時すごG~と {þ業

jJfi1J療を訪ねま Gl士G

オ 2A;)l'，出会って品:35卒、 とグに止。では、 Jf!1ffi1百喜子，f，¥

白員~V fJfi!: Gでぐれ立設が、手 {dj分目又さに4、っていよ正すυ

d 
N' タJクシÆliJ:現在、弘L求月7r*JøパチンコJ5T'長野いでい ，~-jl

や学ふjイtliJ:l酔野」まちに/eif.P6 G、!l/JJfsJECc!: {; ltft立長官ι、

ぷ百wn、今では子r品ιずさ rぷ喜善n、芝生IJfiY;/i;ぐってド

iます。厳重野1ft.業政で厳害者と/1.1会ヮJ士こ止、ぞLでずフと

殺に暮ら Gl士い家ぷiY淳之ニムとグポ豆まんだ臼也、 tFッと

こ:5{;ザタJクシィ'g;:どっχ士〆レゲ Lょ:ラο

cコアタタ 品JちLづ人J間ゲヮて/lfJiJ f，:: /;、とたいL点、 !:ニ探L

で品。 {lC.c'芹之と士いがど、停で品 1fl:t占つでい :J;)もとlJi

;h;さず'1iJ:ff，JぐC中/む，fjfjピやヲヲでc)1;才、まずうゆい、オパ i

で， 1普らみf士l- l~千コワのλ節目認さi;-!iIJぐヮでいクλ/1;1;)よい夜!

l'。大政、若ぐに書ヂヮでごと土いとや/し。何;U工、東京jてい占!

峰、 f可かあっr士緑、 ナY占~f手ヮC) 1iJ: t:グ又どなム芝てフで、 主7

分;)J'k苦1/ρで必需ヮで、五選止王子ィコでシンナ-IJ!(少で、夜中、庄

町~7jっ γγ、夏夜中?す止、 2持、 3 /lif~ }/t!重点首苦府げで待

つで「ぐれ;tョでbづ。 ぞノレ&，'跡、 どこ探L'["6;;士い Cゃんο

これは、シンサ を吸ったり、暴走践でいろいろやってき

た若者たbが、彼らの居場所、居場所にいる人間をどう見て

いるか、彼なりの言葉で表現をしているんだと思っています心

私は昨年から、世田谷の中で24時間子どもから声を聞く、

心を開くことを目的にした「チャイノレドライン」という濁動

を、全国に展開寸ベく行動を起こしているのですが、やって

いく中でよく分かつてきたことがあります。それは、 子ども

たちにたった 1人でいいから、彼らがしゃべりたいと君主う人

が傍にいてくれるということです。たくさんの友達をつく礼

と、よく学校ーでは言いますが、たくさんの友達をつくるのは

ストレスの元です。たった I人でし、いから、自分のことが分

かつてもらえる 1人をつくれたらいいね、と言ーっています、

もう lつは、「そのたった]人に自分が選ばれたらし市、ね川

学校の教師も、実はいろいろな問題について協んでいます口

ところが、教頭とか校長には相談できないc なぜか。自分た

ちを評価する人々だからですーっ子どもたちがどうして教師た

むをと "こ 1人¥，::.-J ，i~芸 ミ1，t¥、刀、〆 l 止ιf、ロ平和hグ)が十をくに) 勺

えまし続;')-(きたAらではfといで 1lうIづ たは牧市で〉

総たち 4、 {-~" 1.)をIfxV，巻く f、大人プ二日iJ l人iょ穴 》

た l人ぇf.. _: ~L .' )けれれ!なし:でい〆 Cノ7::♂ !人lニ1'1)1が避

l f才1.，>7丈し、でし、お L¥' 、う…どむす〈

そのJk勺;Uしてい tよい人出}たちが、 子ど主のため l 何 7~Pllごし

ょうといろと二九ド、どうも無仰がある必ではなし¥7:F> とν

Jのが官、むIi日泌総Jl五、す。もう lつは、相談を泣ける側、受

付手がものすごく疲れ果てているr

輯相談を受ける側も癒される場をもっていなければ続かない

望まぬ性を強要さ札、辛い思いをして児童館に、朝やっと

逃げ込んできた女の子と向き合ったりします。過食や虚食や、

小さい時の性暴力に今も苦しみ続けながら親をやっているお

母さんとか、そういう殺たちから連絡がきたり、会ったりし

ま 1- 心の病につながるような問題というのは、私は非常に

不得手で寸。どうしてし刊、か分からなくなります r カッター

ナイフで自分の腕を碁盤の目のように切り刻んで、血がたれ

ているような状態で子どもが児童館へ、ねを訪ね亡くること

があります。どんなに忙しくても、 2時間も 3時掬もその中

で対応しな付ればならないことがありますへ

棺談を受けたり、子どもから話を開くには、受ける側の人

路が、自分威しをしていくブロク寸ラムを限時に持っていない

と、それは真佐しいということです。これは学校の教育現場も

そうだし、殺もそうですっそこで癒し合える現場をつくって

いくことが必要です。学校の中で物づくりをするとか、自分

が楽しいと思うプログラムは、楽しいと思える仲間をつくっ

ていくということにつながっていくのだろうと思うのです。

子どもにとって家庭や学校が居場所にならなかったのと同

じように、英はお母さんもお父さんも居場所を求めどいるに

学校の教師が、自分が勤めどいる学校に毎朝行く時に、ワク

ワクドキドキし、今日はどんな変化を子どもからもらえるん

だろうかというような思いを持って学校へ行っているだろう

かο 本当に学校という所が自分の居場所になっているだろう

か 家にいる専業主婦というお母さんが、本当に自分の家庭

が庶場所になっているだろうか。親も居場所になっていない

その家庭iこ、 子ども、特に中・高校生の、もう当ごからtl:lても

かまわないような年齢の子どもたちを、非常に手妓きのご飯

をつくり始めているお母さんが、食ι もので思いとどめよう

と思っても、もう無理がきているのではないでしょうか、平

ういう意味で居場所というのは、子どもたちにとっての居場

所た、けではなくて、 Iひと Jにとっての居場所といつものを

考えていかなければいけない。人にとっての良い蔚場絞が、

これからの{主環境の中で必要なのではないかと忍います。

0木下 t翠畑さんから、居場所のまさに基本的な意味とい

うものを、手下常に具体的な経験の中でお話いただきました。

示唆に富む言葉mいっぱい山てきましたど

それでは、 これから質問を受けていきたいと思います内
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E翠限られた時間の中でどこまで取り組めるか

専門家からのアドバイスもほしい

O山田 町出先生に質問です。「夢の

家探険縁Jの報告を拝見していて、盛り

込まれている内容はとても奇抜で面白い

と思ったのですが、つくられたものが全

部四角の組み合わせた、ったのはなんでだ

ろうと思ったのです。日本の 3尺 6尺の

そデューノレでつくられた紙を貼り合わせてつくったというこ

とで、そのE京阪が分かりました。発想、は非常に登かだったの

ですが、つくられたものは、ある意味では食殴だという感じ

がしたのです。もう少し違う工夫はなかったのかということ

を感じましたので、その辺のところをお話いただければと，思

います。

0おT図 表現方法については、子どもたちと十分詰めて膨

らませる時間がなく、子どもたちが凋取り図の表現がしたい

ということでやりました。その辺の不十分さはおっしゃると

おりだと患います。決まった大きさのものを切り貼りしてつ

くっていく方法というのは、非常に手軽で、 4、5年生の子

どもたちが抵抗なくできるのではなし、かというこちらの判断

で、線られた時間の中で、持っていったために、子どもが初め

から自由に議くという活動を組めなかったのです。

来年の 1~3fl に行われるテーマタイムでは、もう一度住

まいそ取り入れた環境学習を組んでみたいと思っております。

後半のワークショップで、具体的にどういう方法が考えられ

るか、是非、専門家からお開きしたいと忠、います。

語審学校とよい隣係で活動をはじめるためには

O大木 撲さんにお聞きします。「学校

環境を考える会j という楽しそうな会がど

うやってできたのかということ O そういう

ことをやろうとすると、先生は「何、この

うさん呉そうな集屈は?教育の導権を侵す

やつらが乗り込んできたj というふうに思

いがちだと思うのです。「学校はみんなの居場所j となるに

は、お互いに「こんなことできないねJと言えるような関係

でないとなかなかできなし、。どうしても援を感じてしまうの

ですが、どうやって学校の先生方と、そういう関係で付き合

っていけるようになったのか、またはできていないのかとい

った辺りをお開きできればと，患います。

0様 活動のスタートは、まず私は教頭先生に熱心に手紙

を苦手きました。秋j君主幼稚園では、 PTAと地域の保護者と学校

の先生との協力関係で、実際に具体的に子どもの遊び場を多

様なものlこする実践がやれた、成功したぞという自分の経験

があった。そういうことをペJ る地J或の協力者はたくさんいる

はずだという信念としづか信頼感があって、教頭先生に熱心

に手紙を苦手きました。保護者宛に学校長が「学校の校庭改喜多

をやってみたいという保護者からの申し出があるので、そう

いう会ると始めたいと思うが参加者はいませんかJ という文書

で呼びかけたところ、熱心なPTAの元役員の方たちなどが手

を挙げてくださいまして、 20人ちょっとでスタートしました

スタートする時の考え方に「活動したいと学校に申し出

るj というのがあります。 申し出る人が誰かいないと、そう

いう活動のきっかけは起きないだろうということです。自分

に専門的な知識がなくても、そういうことな是非やってみた

いので、学校から地域に呼びかけてみていただけませんか、

というふうに言う方がし、れば、学校はカリキニL ラムが変わる

時期でもありますし、地域のカを必要としているという状況

は、多分どこの学校でも間じだと患いますから、そういう意

味では学校に申し出て、学校から保護者lこ呼びかけてもらう

のがいいと思います。私は学校で起きるさまざまな事柄の最

終資任者は学校長だと恩っていますので、夜、たち地域の住民

が学校を舞台に何か活動するのは、やはり学校長の了解のも

とでやっていくというスタンスを崩してはいけないと思って

います。逆に言うと学校長は、地域の住民がかなり自由にや

ることを、大自に見てくれる度量を持ってほしいというのが

裳緩であります。

際将来の夢を共有できる地域有志がいれば、学校も動き出す

f学校環境を考える会Jがスタートしたs寺に「谷津南小の

佼民主発展構想lJという絵を用意しました。小学校の10周年に

人文字の航空写真をこどもが学校からもらってきたので、こ

の校庭の部分を切り抜いて、こういうふうになったら良いで

すねという絵を描いたものです。これは、こうならなくては

いけないというものではなくて、一つの学校の校庭吾、こう

いうふうに改造することもできますよ、少なくともそういう

夢を持つことはできるのではないですかというものですっ

その特には、回んぼも小川もなかったものが、 2年経った

らできてしまったというところに、地域のカのすごさを感じ

ています。屋外ステージとかもできたらいいなというのが w

の絵の中に入っています。やはり、将来ビジョンのようなも

のそと共有できる地域の有立さがいれば、学校も雲jJくのではない

かということだと忍います。

園児童舘は本当の居場所になっているのか

OJII越 湾畑さんにお伺いします。今のお話では児童館が

カウンセリングルームというか、ソーシャルワーカーみたい

な機能を持っているように感じたのですが、ただ、さっさの

13 
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お'，ii1iOノ中で、ハ了"jpとか、あるいはηAとか、 Jnliきかっくそ

仰がつくった所付子ど t()ノ村湯川iょたらないとおっしペIい主

したぐ Yc!宜野iドJ1)-千、千f政がペ Jているわけ('"Jカf、本 V1

に「どヰ O).!tttH引い7，t' )ごし、る(7'ノヲrどう泊、;fl，ltり縦fi;iてや 1

j針金に大人山出場所という主;，\l;f，去り主したが、山 !í'~釘 fj 体

方、SOt、くつの'J、マ校にた十して20ぐ()v、しかないと ν、1m状にか

'i: 111;担割にはない。 十日り、 jに人n体が子どもとと t，¥，: . .J.I域内i

をつくらなければい付ないのかと忠りているのですが、児R~

館のかかわりと、数と、行殺の姿勢、そこら辺をfTめて、訴

しくお話いただければと思うのですが。

0;'畢畑 私は、公民館とか、 00青少年センターなどの勉

強会に呼ばれることがありま寸。相談を受ける内容は、中学

生や高校生が夜たむろするので、どうしたら追い出せるの

かっということです。公民館とか青少年センターという所に

たむろする子どもたちはどこから来るのか、と開くと、すべ

て地元の子なのですの私は、児童館にみんな集めようなどと

いう気は全くないわけです。 子どもが選んで、公民館やむロ

センターに集まる。でこの人たちが潤還って私などを勉強会

に呼んだりすると、大変なわけで f。椅子をどう撤去したら

いいかとか、子どもが集まらないように、どうしたらいいか

というのを私に向けようというのは、どだい無理なのです。

盤まずは、胃袋をつかむこと門

「公民館lこは親疎家があるよね、夕方からどこかが使って

いますか と聞くと、大体、午前中か午後主でしか使ってい

ないと言います ορそれなら、刀レ}ライスとか、ソ ス焼

きそばなど、匂いの出るものをたくさんつくって、子どもた

ちは腹がへっているんだから、子どもたちの気持がつかめな

いというんだったら、まず子どもたちの胃袋をつかむこと

よ という話をします。毎日やるのは難しし、から、せめて週

に 1日とか2日とか、そのくらいのことはできませんかとい

う話をしま j'，ぞうすると、少年がタバコをふかしていると

か、ベタッと1mり iさんでいて非常に見詰しいとI也域住民は言

う。後らlこi望ばれてその場を共有できるようになると、彼ら

がもっエネルギーが伝わってきま j'，

神戸の震災の時、私は長い間現地へ行ったり来たりして思

ったので Jが、震災とか防災とかいろいろな面を合めて、日

躍するのは彼らなのです。 J'備校に真面白にわっている F、

親の言うとおりに育っている子、学校の思いどおりに脊って

きた子どもたちで、島あいう場で活躍する手は少ないυ とこ

ろが私の所に来ている、少守事件;こ巻き込まれたり、被害者

になったり加護者になったりしているような子どもたちは、

非;骨に活践する ρ もともと、お主わりさんに迷いかけられて

逃げ足はヰいですし、体力も日常的につくっていま寸し、い

ろんなメリットがあるわけて?寸。その子どもたちが動き始め

るというのは、素晴んしいことだと思っているのですにとこ

るが、てういう子どもたちを地域は、全部レッテノνを担11;って

排徐していく

雷太人の勝手なレッテんが子どもの居場所をなくしている

千:!，(l)I}~ 仇館 ιH じて?忘れいんいんな(二を L ヒ;1)，7)l:;C) jが

タノ、，;，γ政L寸立がよJJtijY航l二人 γ くY に川L、るし、もどう¥

とかとパ〆 て、-Jlij-Uノ「説0)，) ノに l ふこれ r; 件、fJカな

し、 r/こちか1j く iHN~:fiYìなんど u 、う C/)1立、 • .H i:: u)I ，~~' ヰ nb 方、

せはいは jがし川、イノ L などレい j ニとが、ザ校内教自i[iiこよ

りてドi丸山中で話人Zしたりすののはし L ~)ゆ〉です 下ど

ヰ、たむのんす域防を取り上げたり、居場所在とよくしていく致き

をしといるのが、逆にそういう人たちなのではないかという

ことで寸。

数は、i:H:En主主に小学校が64あります。児議自主は25ですから、

ノトマ校区にはもちろんありません。なければ、全部の小学校

以につくるかというと、その必要はないと思います)つくっ

ても、それは職員のための施設になるだけですから、今の段

階ではやめたほうがいいと思います)ここに世間主主区の1隊員

とか、役所の人狗がいれば大きい荷守設いたいのですのいつ

も言っていても、 持]に罰き入れてもらえはいのぜすが、今、

世田谷区のJやっている児童福祉行政の中では、子どもはすさ

んでいくだけですし、予算をどんどん削られていって、ほと

んど活動はできなくなっています}心ある職員は、向分。〉心

をいためてしまって、退職を余儀なくされていくという、非

常に危険な状態になってきていま守 2

先ほどの防T!IIさんの詩や、携さんの言量的中にあるように、

どういう方たちがそれを支えているのか。支えているという

より、支え合っているという鈎係だと思い来すが、その支え

合っているという状況の由で、その人たちを主ちはどう評価

していくのか。プラスの評価もあれば7 イナスの評価もある

わ付ですが、ブフスの評価というのは、人聞はめまりしない

どうしようもない、あし、Jコl士、 L日号世世相をf，foめさせる〈き

だj というのは、すくにも上のほうにイ五ねるのですが、 子ど

もに認められf. りという~i5 1主、表面的には動かない" fF~場で

民加、ている教郎さんとか、現場でそのことを認めてきた人た

ちを、辺にとんなに楽日青らしいことなのかということをお互

いに認め台っ亡いくものを、地域のmできちっと開ν、亡いか

ないと、 Dよ〆.JVfみになっていくのではないかと Eいます

羽松本のブレ ハークを?O年前に開設して、ー絡につくっ

てきたわけで寸J)¥ あれは l年だけのつもりで到し、ときた日

間際児童年在記念して動いてきた事業です それも、マスゴ

ミが多く働いたり、いろいろなイ八ントごとに、区役所のト

ップ。の人たちをハーティ iこ呼んだりとか、いろいろな手段を

使いながら存続させていくことを運動としてやっていったわ

りですりそ才しをどう評価す一るか。評冊目というのは、 さっき私

が万一った内申苦手のa;F倒とは違う意i!+、守の評価なので寸が、や

り続けられる支援者、応援者たちをどんどん後ろからつくっ

てし、かないと、大変になるのではなし、かと思うのと?寸

0木下 後米Il、クソレーソLでディスカッン 1 ンの時間をと

りたいと思いま寸、進め!;について、克E藤うえ乙ヰお隠し、L.，t守



後半:ワーワショッブ

「之れからの住まい@ 容
66 号判 をつくろうJ

豊富現実の問題・悩み、提案を伝えるための皇室務部

0延藤 3人のお話は、私たち大人あるいは専門家の生き

ざまを関い直す、とても触発される内察でした。

この中身を深め、今後のお互いの動き方のイメージを分か

ち合うために、午後は全体討議からグループゥディスカッショ

ンに移っていきたいと患います。テーマは、お話し、ただきま

した 3つのテー?を基本にしながら、それ以外のものも含め

てグループに分かれてみましょう。

今日は、議論したことを表現のスタイルとして f援新関づ

くり Jということでやってみたいと思います。新開というの

は、どこで事件が発生したか、あるいは何が問題かというこ

とが、記者のまなざしにかかっているわけです。何が現実の

深い悩みの問題なのか、あるいはそれを突き抜けていくよう

なでき挙がどこに生まれているのだろうか、どういうふうに

それを構怒できるだろうかということで議論したことをまと

めていきたいと患います。現実的なことから、将来起こって

ほしいビジョンにいたるまで、援新開の中に描き込んで進め

たいと患います。

繍誰にどのように伝える壁新聞をつくるのか

新樹のスタイ/レは、いわゆる新湖風でもいいですし、美し

いポスター風でも結構です。固い新聞というイメージではな

く、設にどのように伝えるかという、そして、どういうこと

之の3テーマl之分かれまし定 1

-総合学習導入[2.向けて

壁新蘭づくりで六回12し主主い之と

1.現実の事件(各自の依験)の発東と淑初

2.素材を解献して表現(ブロヴラムの提紫なと)する

3.視覚的12伝える

(緊結鴎としてレイ?ウト、内容で工宍を)

4.発表(2工宍を加える{手善意を寸騨鼠lzzするなと)

について提案するか、あるいは現実の問題を掘り下げるかと

いう議論をしながら、援新調の主題、物語の流れを引き出し

ていきます。

後半は、その中身の物語や提案を作図します。接新聞とい

うスタイルと表現の面白い、創意工夫がこらされたブレゼ、ン

テーションに、皆が手を動かしながら、技を出していただき

ながら、表現をしていただきたいと患います。

最後に各グループ3分間の発表をします。発表は、単なる

「こういうことを考えましたJという説明ではなく、苦手かれ

ていない中身を、さらにイメージとして膨らませるようなプ

レゼンテーションを工夫していただきたいと怠います。寸劇l

盟主があってもいいし、テレビレポーター践があってもいい、

子どもに語り関かせるというスタイルがあってもいい。そし

てどのグループの作品に惹かれたかという、議論のための投

棄をもって、全体討議を進めて器地点という流れです。

-学較とまちをつなぐ r2れからの住まい・まぢ学習一撃新聞“未探培"をつくろうJ

-中・高限生の居場所 ブロヴう凸

step' な九で之のテーマを選九だか

:自分の活動経験などを含めて結えよう

step2 謹i之タヒー/しする定めの、と之[2.貼る盟結構[2.するか考えよう

step3 出来事と内容を発想しよう

:之れ11らの住まい・まち学習の議題と提窯

step4 新閣のタイト/しを替えよう

step5 レイ?ウト、作臨時飴!

step6 発表[2.向けて作戦会議

step7 手善意

step8 授欝&語論

:お草いの新閣をよく興てみよう
<受

15 



18 

ワーワシヨVブ『壁新鴎づくりj姥霊祭 f

テーマ町学校と地域を結ぶ rlJ¥臨輯閤j

一ね克、 4日1)''3土曜日tl'lillみ!zt.正吾九だってc

をれでね、新聞つくっE九だ。 議蹴ー

一み九なEZイツ少ヒユ してみまし主主 1

~踊面白懇仁地鼠0)1'i1't7J:んて
;言われてちなあ。酬の人間生にな

ってほしいなあι でち、あまりだくさ

の人が来たら困るしなあc

ます楽しい遊びがたく在んあるといいなむ

あと、いろんな人に先生になってほしし1

なあc まち主主体が学校になっ1ξら楽レい

だろうなあ。川ろんな人と遊び7こいよ。

-1l喪主ぢは品九拡の議員を鴎い

て、いろいろ脳みましE。

ゃっl;tり帯つとみ九tJで話

し告ったほうIJいい。お父

芯九お母芭九ψ学般の先生

幸文句はつ力、り寄っていな

いで、話し合おうよ。だけ

と、傑ieぢ宅入れてね。寄

っと学椴を使いまくろうよ。

老っと僕主主ぢの遊び場開氾

し疋いな。まち12:は、定く

さ九いろいろなお倍。すご

い人が定〈在九いる古ら

f雇函・
医室副ー聞なところで、ちっと苦楽在華しみだいけと、

そういう所がないんですよね。日曜大工が好きなんですけど、

チェ ンソ とか、近所迷惑になってしまうから家ではできな

いし、琶を気iこぜずに日曜大工ができるようになりたいですね。

ホ-[:，パーティーちしたいけど、家が狭くて 大きい調理

揚があるといいなあ。あと、学校の花援をおいっぱいにレて

いきたいな。

この問、関西のほうから引っ越し

てきだんやけど、このまちは侍ι
ちなくってあかんわ。i!Iくに図書

宴ちないし、/やノコンち習いたい

と想ってち、近くにはないし、ち

う一度、小学校で学びたいことが

あるんやけどち、本当にこのまち

は整っていなし1なあ。 み九な品九な学肢の先生定

と恩って、まぢ全部古学限

定と思う之と区別めまし定。

わかJ5fz壬百九備m
'J十九訴の Iu. ):ゑ ;ぶZJml 
if1f:z.し同町引か 〓庁間i

J十んな4 ヰ持1- も話先jお
酔必~暗主主強
借金:がい笠「f41とtiffff
VKご7127ζ五

i乃んにふ外、 i〆 7じ|、主ζこの/くと

EKTZUみ(;三二、設工尺(1~ I什三
oJJLZ二言ρ{1iZ子一fiJT
⑤「ご(..IJ. 問問昨日<-F-"

~ー ---与をZ司~þ.:ë;

hくさん作ィウん I ，~)車争ひ1、ニと1>'" r~c九

およ I ぷミ，，--T~ ヤピ

言;議 f主義~llIl ユヒ5時 1Þ-j!， 増ω 中杯初t 'j:，.え

各グループの発表後、積極的に討論するために、

参加者が1票ずつ自分の名古Ijを書いた付護を投票

した。その際、自分の参加したグループ以外のも

!ので、内容、表現、提案など、一部分または全体

を通して惹かれたものとした。

その後の討論であがった声音「声・之克・コエ」

として、紹介する。

£ 母 記長
「一番具体的な提案として出てきて、すごく受け止めや

すかった lυJ日藤)

「私たちの斑では絵やコメント的な短い言葉になったの

を、きちっと言葉でまとめていたなと思いましたJ

(手寺田)

11誌むようなテーマで手ょたちも訴し合いましたが、最後

にきちっとまとめているので、言いたいことが伝って、

しカ〉も内容も納得できました (阿望)

これから学校は、広さも、いろいろな設備もあるので、

みんなが集まってくる所ではないかなと思います。そ

れが非常にコンパクトによく表現できていたと思い士

すJ(今井)



テーマ:学校とまちをつなぐ

F孤{と{盟 議長関j

コケコ

ーお錦で孤1t1図CO新麹!
乍t持、ヒコ九十乙osff

it¥"X 平手写昔、， 一探勝司苦手作り?スレチック!之。頭を使って地域!之爾綴!

「孤狐jの「孤J1J化けて、 rt箇絵jの「個J1之なる。 rc
かわる

OJIまコミコニティーの頭文字です。発行元iまr~をタイムズ
へん

社j 、決して褒タイムス役と読まないでく7e.dい。

ーえっ、拶股l之務ちょうち九、六スワープ 1

ーコシヒニ弁当、フターストフード、い宏、子と司?i1Z.ぢ、宮署師走Z

ぢ、線尼ぢみ九tJ.r孤Jの時代を笠きています。

-(¥;jつ、あの「綴J1J之の rt霞J12. ! 

-r子と司王印のだしJみ九なでお録。

一地主義のお鏡で遊び{之薪を総司Pして。

ークックツ、ヴνヴ'yみ九主主で索之司王う。

ーみ九なで遊{まう。おじいぢや九、おばあぢや九、子と司王司王み九

な祭まって、コシサート、地域の文化向上!之絡めましょう。

一お@ち九、僚の学校の之と、知らない九じゃないの? お父

さE九ヰ去学絞i之F誌で、一緒i之お総箔きとtJ、関叡と1J、勉強し2さ

らとうなの。お父d九司王学目央区間腕司王ってよう。

一地域で宅キャI)??'Yブができる。働ける学絞。み九なでj干し

て、塁手びをまえるねえ。

ーあつはつはつ、他人の子をしっかりntれるおtきっかいじじい。

一之ら一つ!

ーで司王、優しいときはワララ作り司王鍛えてあげる九芝、ぽつぽつ

録。父ちゃ九定ぢ司去、立ち窃れる学絞信濁展。1J(¥;jぢや九iまレ

モシティー、 f業{まラユース。

一ψめられないコミコニティー。 ψっぱり学絞l之務ぢょうぢ九。

「地域や教師、みんなが協力し合わなければし、けないと

いうことを、非常にユーモアのctで表現されているの

が面白いと思いました。プレゼンテーションも協力し

合っていたので、よかったですJ(重盛)

「し、ろんな人たちが本音で向き合ってコミュニケーショ

ンを取り合っていくことが重要ではなし、かということ

が上手に表現されていたと患いますJ(井元)

「学校とアルコール、お父さん、お母さん、まちのいろ

いろな人たちが集まっていく、学校がそういう所であ

っていいのではないか。食べ物を通して、アルコール

も出て、いろいろな人たちが話し合ったり、とっ組み

合いの噴嘩になったりとかというのを、あるがままに

見せていく、地域がさまざまにつながっていくところ

になるのではないかということで、 f赤ちょうちんj

という名前に、すごくこだわってみましたJ(溶畑)

「短い時間lこ、こんな素精らしい題名ですごく感動しま

した。夜、は「たむろ新開j に参加したのですが、 i湾じ

内容だなと思いました。お節介じじいとチクリばばあ

とか、あと食べ物に例えたところとか、そこら辺がや

はりつながるものかなというのも感動でしたJ(小倉)

f創意工夫に富んでいて、よかったと忍いました。特に

「赤ちょうちんJという親しみのある、みんなが温か

い気分で集まるというところがよかったc プレゼンテ

ーションも含めて、楽しく拝見しましたj (三日

r rたむろ新開j で考えていることと、 i河じ内容という

のに驚かされましたJ(木下)

17 
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子一マ総会学習「総岱学欝一知識は地域12眠っているj

総合って俗です1Jっ

一総合ってね、とって宅海しいの。陸過の叡総と穣還の事費艇を合

わせると、合腐の綬識ガで哲ます。をして、特自由吉重量拡と場入

ってくると総合学習/<::なります。

一総合学習って、誰で宅穆加で曹畠のつ

一宅ちろ九です。子と喝のいない裁の市毛参加することずできま

す。おじいぢゅ九、おばあちゃ九、子と宅がいらっしゃらない

方で宅、叡師匠けでな〈、をの地域の尊門家ψ、学者の75，企

様人なとがコうボレーション(協錘}して、限り組みEいですね。

ふう九。と之3でと九なことをやるのつ

一総合学留は地域/<::分徹してい吾知趨{乙子と宅尼ぢガ?っむス

品品己記試i工
4Zメ入Y33斗
3t-~rtJ-/J- 臼

rr~告す刊行0'/;1 1，-0) 2 

EpvrLTZF C工々る円 2d]

Fィq合， t! t 1-;:' 'C. jろも?占

?とるのしヴν孝司人ら存知おる
F場匂守しf宇fえ

必fr学習はイ可えもt'J;; ! 
訴す中手習1;!J:判例ιf、fA的
r~ ':i-治{星高しr，11)j与

君主師r，'ヴ(なく地域の専/j主マ f

弓芳企章人
レe~玖 H且 dみ子 Tれ: <" ! 

で宮るよう/<::、先生ガコーテイネー卜して、実現する之と古で

哲置す。この場8の地域は、鏑人だけではなく、公釣機潤ψ企

様、ネットワーつ等/<::分徴している知識帯会まれ吾わけです。

之ういっ控宅のと純続的/<::宍間関係をつくっていけるような手

i置を聖書えていく之とが重態です。一ぢょっと鶴しをうな九定け

と、偲万いいことあるの。

一つまり 総信号罪留というのは 学紋と地域 差れガ5学阪と住

思‘をれから先生と生徒‘いろ九な議椋でのコミコニティ!Lネ

サシスということ百蓄えると患います。

£語宝:豆長
「表現不足ですが、先生と生徒だけの関係じゃないと

いうことを、地域の人に何とか伝えたいと思いまし

た。総合学習というのが、我々も含めてまだ理解さ

れていないという部分がある気がします(金丸)

「このグループてふは、 j総合学習j って何だろう、学

校での学習、学ぶって{ilJかなというところから始め

たので、たくさんし功、意見は出たのですが、それを

砕いて訴えていくところまで、時間の中で達せなか

ったというところがあります。(回「回)

「白かったなという感じはしますが、共通の意識とし

て、地域の人たちも、専門家も巻き込んで進めてい

けば、子どもたちは何のテーマであれ、結局は地域

やまちづくりにつし、て興味を持っていくように告書:

になっていくのではないか、ということです。建設

的な意見にはなっていると思います(井元)

f総合学習が何で引き付けなかったのかというと、ブ

レーぜンテーションもあると思うので"ーが、やはり学

校の中に入ってしまって、みんながつながるという

イメージが、まだや1か希薄だったのかなと忠います

知識は地域iこ限っているけれども、本当は学校から

飛び出して、まち自体が学校なのではないか、とい

うイメージのほうが、総合学資としてよかったのか

なと思いましたJ () 11磁)

fちょっと別のことですが、「家庭jが抜けてし、る感じ

がするのです。家庭はもう崩携している、家庭はも

う居場所ではないというのが前健となっては凶る、

そ土しを見つめ試す視点も重要ではなし、かと l:..!，いま

すJ(井元)



テーマ，中・高校 生 の 居 場 所 『 控 お そ ろ 麟闇J

一椴1i!.抱足。

一司王う、メッチャ隙で、行〈場所ないよう。

とうするつ

ーとりあえずコンビニ行之う汀。

-<I;j<l;j‘疲れ定。

一幸う芭あ やる之となくてき。壱う学絞っま九ないしさE。

ーをう苦う、団地で吃むろしてるとチつりはぱおが挙肢はチクIl

しさ務。マヲムカツワよ。

一個つ「子と宅のItlをつtJむなは まず腎袋をつかめ」、涯と。

地定ぢは閤袋か、地って脅袋tJ、えつ「子と宅主主ぢiまと之IZ7if

むろするの尼ろうつ」吃って

「コンビニj13 r児童館j

一児童極 海拐、宛重態巴行ってい吾マつ宅いるよなお。

一「祭りの社の恵J、襲置きょ耳、やっぱりな。

ーをうをう、額がいい九吃よね。あと、夜の公潤っていいよな、

港ち着くよね。

あれつ、館かコシヒ二121富市補幽霊が出るらしいよ。

ーコンビニの患の倉庫を改造して、隠れ場開12して壱らえるって

いう補間金らしいね。

をうをう、コンビニの前で宅之うやっているとチワりパパ戸13

定ま12捕る九吃よ。うちら部障な九だ c

一個13富べ物。あるといいね、ゆっぱ腎舗でしょう。

ーをうをうをう やっぱ霞べ物がないとね。

Ite'在、夜織広九定よね。

一碧終わって宅 家備品と翻うるさいしc 今日帯駅行く坦じ

ーあっとれ之れ。マンテン限ってパンドが すっといいいの。

えっ、知らない。伺マンテン闘ってu

三点淀斑~問

ーストリートで、曹楽して

いるバンドメンバーな九

夜けと。

一号夜行之う君。

ーねえ、 「ぢくりパパ7'Cl(

遺作蹴jって霞いてお

品。

ー農非ψってほしいよね。

学般にチつって、うぢら

12伺12壱窪って〈れない

九定よね。

ーをうをう。

え語記瓦訟
[今日は、企業が何か子どもの環境に貢献できなし、かという

思いで参加しましたの 「居場所はつくるものではなし川と

いうー言をしみn:感じました。また、大人の視点でなく

て、子どもの立場になっていたのはこの新聞だけという気

がしました。 j犠調)

E:.，. t:'ミ王三日こ補?亙亙王豆玉工ヨ
f補助金はいろいろばらまかれているのですが、必要なとニ

ろにきちんと使っていく必要があると思いますο パ佐藤)

「その、コンビニに補助食という発怨にがj町白いなと患って

日よりました。 J (;]Ul藤)

匠互主企It"をつか6とぼ了富子房蚕吾、下瓦]玉三Eヨ
j表現がすごいいいなと思う。学校が何か組織対組織ではな

くて、やはり偶人の発想というときに、何か心をつかもう

というと、すごい統念的で、子どもはどうし、うふうにした

らしw、かとかいって、こっちから設索してしまうのだけれ

ども、イ可か胃袋だったら具体的で、もう自分でも発想が p

きるというか、イメージができるということで、イ可か具体

的なと)ろでl向き会っていくという、そういうマインドを

J誌とたので、 1康人Zしましたc ~ヨ矢)

If，溝演を隙いたときも、居場所につし、ての居場所をつくって

いる人、家庭だったら親、学校だったら先生がそこを木、巧

1渇
::It^~-;，" i: 

"“〈
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塁。

にfj分のJif，'協同?と;7)-;<，.ていY、ぴノ7んうか、 というのがすご

〈印事Hこ伐 J ていたので::こに'l，kり t した、 1 (JfIlJ;) 

「お足?の前で{こわたむ lうベヂ γッと時って Lそ¥;.:)という

設定が j ，"く'~さしくご、 t刊に刊現ご3れていたの E、チク

リtfH;b、チクリじじ u、(1)~吐巡作治長とし、) 0)が fとれなら

ではの経犯で、直接ねたちに rt，)沿いで学校。こ三い付ける

なんて日といといろなにねがすごく上〈出ていじいい表現

だったと lむつ t.:...O)~'-，叩ノし、人れ主したけど、(山!日)

f和たちは子どもの)'1場ごと持えていたのが、このグループ

になると、もう fど宅、 iこな句きコているというか、それで

{hfか Fどもって、こんなことを考えているのだなとスッと

人つどいけたので、こちιに 1緊入れました。一(妹尾)

， :J人的迫真の演技に入札土し/こ。たむろする少年たちに関

心はあるの Pすが、そノいつことを白玉ケがしたこと併ない

まとめ

延藤安弘

千葉大学工学部教授

睡共通のキーワード「変わるjrつなぐjr発想転換」

4つの作品iこ、共通したキーワードが 3つほどありまし

た。 1つ呂は、現状分析から未来展望をして、私自身が変

わろうという、 f変わる改造 というキーワード， 2つ

目は、つな〈、開く、コミュニケーションの質を変えると

いう、コミュニケーションの中身に分け入る提案がありま

した。 3つ闘に、そのコミュニケーションの質を変えるた

めには、発i慢を豊かにする、発惣転換を図るc 何かに例え

るとよくわかるとか、あるいは新しい想像力の翼を人々の

心の中に広げてくれるという、何かメタファのブJとか、た

とえや想像力の翼に車IJ激を与えるような、発想そのものを

私たち大人が鍛えないといけないのではないかということ

を、そ才しぞれの作品が語っていたのではなし、かと思います。

今日は F まちが子どもを育てていく という:主題にいlか

つて議論とアイディアの交換をしてきました。まちが子ど

もを育てていくためには、私たち大人が、こんな人になり

たいなという、人が育っといく、大人自身が変口る、その

変わるのがこんな人になりたいという、人物像がくっきり

と見えてきたように思いますむ

関子どものつぶやきに耳を傾ける

第 1点、は“activpllstener" という、 j松田さんがおっし

ゃっていた、ジーッと聞く耳を持つ大人になろうというこ

で寸 3 上から下へ 方的に押し付:1るコミュニケーシヲン

があ主りにもはびこっている中で、子どものつぶやきに、

のです G だか t"、次、引かれわ〆ていと〉人が芯凡主 tij-Jと

し、う Uノ寺、 )I;)í~' に k 事な とM ご壁、し、オし三ο ('1'村)

「たむろ料 ~Jil J を作"ていおけも、たt~ ん Y いうぴ')1，-，上、

ヰは ηかか才〉ノていとモ(/)、巧 χ ているまのの7二上り潟、

居場所ということが出てい正し (木 rl

ナクリばlまあ改造計画lこ人れ tl/'_，今の t{i' i.t内|叫がjな

受け止め方をするのですが、とtzi15計四1というと、 jごく前

向きな姿勢だなと盟、います。そういう人間弱係な， ，くって

いくことが、主要なことだ、と思いました。 j () 11越)

* 米 * 
0木下 今自は家庭、学校、地域をどうつなげていくかと

いう、さらに進んだ成果を得たのではないかと皆、い末寸。

てれではft]:藤先生にこれからのことも含めて、まとめをお願

し、します。

ジッと耳をイ頃ける、ミヒヤエノレ・エンデの『モモ』のよう

に、困っている人にじっと瓦を傾けてあげると、その人の

心が靖れるというような大人になろうということですυ

醐自分が楽しむと相手も変わる

第 2点は、 “self player" 自分が楽しいことをやらな

い限り、相手は変わらない。相手を楽しませるためには自

分が楽しむということです円真面図な体系的なことを伝え

るという藩意のあまりに、子どもの心が萎縮したり、枠lこ

はめたりする。子どもは楽しみながら、遊びながら育つ存

在守あるとすると、司、たち大人目身が遊び心を持って、た

ゆまず自己を変える、自己を遊びながら変えていくという

ことです。

醐究極の癒しの人

3番目;士、 “ul timate therapist" とし寸、究極の癒し

の人になりたいなという言葉が発話の中に響いてい主したu

津知iさんの子どもの初手を求めている「私とあなた| とし、

う、殺も人間的な出会いの機会を誰もが求めている日 この

出会いの関係を多様な場に求めている、 Iあそこに行けば何

か心が癒される!という、究梅の癒しの場を保てる主うな、

“ul t1mat.e therapj st"という、あまりなし行川、方ですが、

そういう存在として、私たも大人や教師が変わらないとい

けないのではないかということが、語られてい主した。



隆明aの火人・教師・専門家像

ちなみに、この“activelistener"開く耳を持つ人、

“self player" 自ら楽しみながら他者をも楽しい存在に変え

ていく、 “ultimate therapist"究繊のセラピスト。この

頭文字を“asu" と束ねてみますと、これは明日の教師像、

明日の地域の大人像でして、今日 1日の語り合いの中に、

明日のまちが子どもを育てるためにかかわる、私たち大人

や教師の専門家の、新しい人物像、 1人ひとり変わらない

といけないという、こういう人に変わりたいねという、そ

んな方向が各グループの発表と、午前中の 3人の素晴らし

いプレゼンテーションに触発されて、こうした方向性がか

いま見えてきたと思います。いささか強引なまとめかもわ

かりませんが、 「あれは何ゃったんやろう j と忠、い返す想

起の力を持っているのがゴロ合わせの震婆な意味でして、

遊び心というのがやはり人間在心底から解放していく主主要

な機能な持っているのではないかということです。

また、l.l1Jの機会に今日提案されたことを、それぞれの職

場・地域で実践を重ねていただき、持ち寄って、再び創造

的な環境学習やまち学習、総合学習のあり様を諮る機会を

持ちたいと思っております。

フォーラムを終えて

この隠のフォーラムは午前の郊での3人の方のすばらしい話足題提

供と午後の壁新開づくりでたいへんや身の濃い話し合いが持てたか

と思います。いつのことながら、これから議論する点が見えてきたとこ

ろで時間切れになってしまうのが残念ですが、これも弓会をしていた

私の手際の怒さ故かと思い、少し心残りの点がありましたので、文牽

で付け足しをさせてb、ただきます。

各班の壁新関の発表はどれも索椅らしい内容でしたc皆さんの感

想、の中にもそのような意見が多くみられました。その感想のやに、シ

ール鮎りの評価をすることに異議を唱えている意見もありました 1つ

しか選べない点が問題との指摘もあります3 他の攻の中での話し合わ

れた中身を知らないで、数分のブ。レゼンテーションのアピールカで評

イ罰されてしまうことにも釈然としない気持ちを持ってしまう方もおられる

かと思います。これらはワークショップの中のゲーム的な手法の1つで、

その結果が震い意味を持つのではなく、参加者と議論告とするきっか

けづくりにすぎません。とは言っても、その議論の時間が十分にとれ

ず、この結果を契機としての議論づくりが出来なかったことが心残りの

点でしたc

総合的学習のプログラムに棄が集まらなかったのは実際、私iこも

多くのことを考えさせたものです。学校外の地域でやれることにはや

はりイメージがつきやすいのですが、学校の中の教育のプログラムに

なると、その専門家たる教師以外のものには、密分にも関わりのある

ものとしてのイメージが持ちにくいとし、うのが根本にあるのではないか、

と気がつかせてくれたのがこの評価ゲームの結果です。教育が袈域

として教部以外のものがタッチできないような関係、をつくりあげたのが

これまでの教育としたら、教師と教師以外の地域の人や各種専門家

との協働(コラボレーション)を教育の中でどのようにつくってしてかが、

これからの教育の課題かと思います3 その実践の機会でもある総合

的な学習の時間が来たしてそのように機能しうるかどうか、その部JBij

そも投げかけていたかと思います。教師側からの呼びかけを待つだけ

ではなく、我々、教師以外の者も総合的学習の時間をどのように皇室り

上げて、今の子どもたちに必要とされることを伝える、また;まともに学

んでしてか、積極的な際わりがなければ、イ可も動きはしないのではな

いか、という感じもします。だが、仰を?、とoうやって?などのこれとい

った具体的なイメージを今のところ提唱できないのがつらいところで

す。そのためにも、この日のフォーラムのような、学校の老支部と他の専

門家や地域活動のリーダーの方々とが産買を合わせて話し合う場がも

っともっと求められるのかと患います。

評飾のシールは1枚でよかったかどうか、 3枚にしておけばよかった

かどうか、など、ワーク、ンョッブのスコアには悩みはっきものであります

が、 31女にしvといたら、このような問題を深く考えることもなく、どれも索

隣らしい壁新闘ができた、と喜んて‘終わってし、たのかと思います3 ひ

とえに時間との勝負で議論を米消化のまま終えた司会者のいいわけ

にもならない話として、聞き流していただいても結構ですが、ワークシ

ョップは関わる者の意識に絶えず働きかけるプロセスに意味があるこ

とをご理紳ただければと思います3 附努) 1 
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論文発表金
当財団では、 199:1年より性教ffるU.会な ρ主的し、次代の」き住にい f-っくり手を育むための「住こ関す

る学~l/i のあり方をさぐる、住教fy ノォーツムバミの羽動を行っております。

今年度より新たに、各分型}・学会に分散している「住まい・まら学fi1Jの関係者ムが分野合主主えて集い、成果

・情報を交換・ 3主積しとし、く 1起を設けるためド、論文の募;集・発表を企画いたしました。

応募していただいた論文の中から、し、くつかの論考を発表してし、ただき、これからの「住まい・まち学預j

の方法を討議したいと思います。多くの)jのご参加をお待らしております。

なお、応募していただいた論文は、発表会の討議内容と合ねせて、後目、 r{よまい・まち学習J論文集とし

て発行寸る予定です。

日 時:20∞年 3月11B (土)

13:00~17:3母
会 場 住宅総合研究財団会議室(世田谷区船橋4-29引

参加費 1000円

定 員先 鷲50名(お断りする場合のみご遼絡します〉

プログラム E

・公募論文より数名の方の発表

-全体討議(終了後、交流会を予定)

*申込は、①名前、必所属、連絡先住所(所属か沼宅かを

明記して下さい)、③電話、③ FAX、⑤ E-mailアドレス、

⑦この情報をどちらでご覧になったのかを明記の

E-mail(hirai@jusoken町 jp)主たは FAX(03-3484-5794) 

で下記事務局ま Eと連絡ドさい。
づ話新宿

4崎，電鉄

(2Fよ"分)

きょヲど1

しもhたぎわ

京ずγ常tz
i'.i野m

-小lli.'J!.線「千議船柏駅」トホパス{悔01)締 γ丘駅4じ(Jji

令長

または[歳22J希望ヶ丘[1Ij也循環行に来半(8分)船橋中学前ド↓1<

・+111急線f機ヶ丘駅」北μドヰiハス[梅01J千五長船橋駅行に来*

{1 8分)鉛ifë， 'j'~.，:山下 iド
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事務局

峰政克義

財団法人住宅総合研究財関
干156-0055 世田谷区船橋4-29叶

TEL 03-3484-5381 FAX 03-3484-5794 

URL: http://ww¥Y. jusoken. or. jp 
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